反社会的勢力でない事の表明・確約に関する同意書
　公益財団法人静岡県産業振興財団
　　理事長　櫻井　透　　様
　私は、以下第一条の各号のいずれかに該当し、若しくは第二条各号の行為をし、又は第一条に基づく表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場合には、企業においては、医療機器等開発助成事業の中止をされても異議申し上げ致しません。
また、これにより第三者に損害を与えた場合も、すべて自身の責任といたします。
　　
第一条　　現在、次の各号いずれにも該当していない事を表明し、かつ将来にわたっても該当しないことを確約いたします。
1． 暴力団
2． 暴力団員等（暴力団員でなくなった日から５年以内の者も対象）
3． 暴力団準構成員　　　　

4． 暴力団関係企業
5． 総会屋等
6． 社会運動等標榜ゴロ

7． 特殊知能暴力集団等

8． 前各号に掲げる者と次のいずれかに該当する関係する者。
ア　   前各号に掲げる者が自己の事業又は自社の経営を支配していると認められる事。
イ　　  前各号に掲げる者が自己の事業又は自社の経営に実質関与していると認めら事。
ウ　　　自己、自社若しくは第三者の不正な利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的を持って前各号に掲げる者を利用したと認められる事。
エ　　　前各号に掲げる者に資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関与をしていると認められる事。
オ　　　その他前各号に掲げる者と役員又は経営に実質的に関与している者が、社会的に非難されるべき関係と認められる事。
第二条　自ら又は第三者を利用して次の各号に該当する行為を御行わない事を確約いたします。
1． 暴力的な要求行為

2． 違法な要求行為

3． 取引に関して、暴力的な言動又は暴力を用いる行為
4． 風説を流布し、偽計を用い又は威力を用いて公益財団法人静岡県産業振興財団若しくはファルマバレーセンターの信用を棄損、又は業務を妨害する行為
5． その他前各号に準ずる行為

第三条　前条に関して不法な行為が判明した場合、法的措置（刑事・民事）を講じられても問題ございません。
記入日　　平成　　年　　月　　日

住　　所

名称及び
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

